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予 算 要 求 資 料 

令和 3 年度 9 月補正予算 支出科目 款：民生費 項：児童福祉費 目：家庭児童福祉費    

事業名 新 結婚式等開催応援事業費（コロナ） 

（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）  

  健康福祉部 子育て支援課 少子化対策係 電話番号：058-272-1111（内 2437 ） 

       E-mail：c11236@pref.gifu.lg.jp  

 

１ 事業費  補正要求額  100,579 千円（現計予算額：    0 千円） 

＜財源内訳＞  

区 分 事業費 

財    源    内    訳 

国 庫 

支出金 

分担金 

負担金 

使用料 

手数料 

財 産 

収 入 
寄附金 その他 県 債 

一 般 

財 源 

現 計 

予算額    0 0 0 0 0 0 0 0 0 

補 正 

要求額 100,579 0 0 0 0 0 0 0 100,579 

決定額 
   0 0 0 0 0 0 0 0 0 

 

２ 要求内容 

（１）要求の趣旨（現状と課題） 

・新型コロナウイルス感染拡大により、結婚式等の開催の延期を余儀なくさ

れているカップルがおり、令和２年以降の県内の結婚式等の実施件数は減

少している。 

・このため、ワクチン接種による感染予防対策が進んでくる１１月以降に、

県内在住のカップルが感染対策を徹底しながら結婚式や披露宴を実施し

た場合、結婚式に係る経費の一部を支援することで、カップルが希望する

時期の結婚を後押しし、その後のライフプランの実践につなげる。 

（２）事業内容 

  県内在住で、結婚式後１年間は岐阜県に居住する意思のあるカップルが  

令和３年１１月１日から令和４年１月３１日の期間中に感染対策を行い

ながら結婚式や披露宴を実施した場合、結婚式や披露宴にかかる経費の１

／２（上限１０万円）を支援する。 

 



 

 

－ 2 － 

 

（３）県負担・補助率の考え方 

県１０／１０ 

 

（４）類似事業の有無 

   有   大分県新型コロナ対応ウエディング支援金（大分県） 

 

３ 事業費の積算内訳 

事業内容 金額 事業内容の詳細 

委託料 100,579 広報、コールセンター、受付審査、支援金の支払業務 

合計 100,579  

 

 決定額の考え方  

 感染動向が不透明であり、適切な事業実施時期を見極めることができないこ

とから、計上を見送ります。 

 

 

４ 参考事項 

（１）各種計画での位置づけ 

  第４次 岐阜県少子化対策基本計画 

Ⅱ 若者の結婚の希望がかなえられる環境づくり 
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事 業 評 価 調 書（県単独補助金除く） 
■  新 規 要 求 事 業  

□  継 続 要 求 事 業 

 

１ 事業の目標と成果 

（事業目標） 

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか 

 新型コロナウイルス感染拡大の影響により結婚式等を延期や躊躇してい

るカップルが、希望する時期に挙式し、その後の思い描いていたライフプラ

ンの実践を可能とする。 

（目標の達成度を示す指標と実績） 

指標名 
事業 

開始前 
指標の推移 

現在値 

(前 々 年 度 末 時 点 )  
目 標 達成率 

 
 

（H  ） 

 

（H  ） 

 

（H  ） 

 

（H  ） 

 

（R  ） 

％ 

 

 
 

（H ） 

 

（H ） 

 

（H ） 

 

（H ） 

 

（R ） 

％ 

 

○指標を設定することができない場合の理由 

（前年度の取組） 

・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等） 

 

（前年度の成果） 

・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果 

  

 

 

 

 

新型コロナ感染拡大の影響により結婚式等を延期や躊躇しているカップル

への応援を行うものであり、数値目標になじまない。 
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２ 事業の評価と課題 

 

（事業の評価） 

・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か） 

○：必要性が高い  △：必要性が低い  

(評価) 

 〇 

 

コロナ禍により、結婚式等の延期などによって思い描いていたラ

イフプランの実現が難しくなっているカップルに対して、希望す

る時期の結婚を後押しする。 

・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか） 

 ○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている 

 △：まだ期待どおりの成果が得られていない  

（評価） 

 〇 

 

令和２年以降の県内の結婚式等の実施件数は減少しているため、

結婚の意思を持つ方には県から後押しを行うことで、結婚の延期

等を防ぐ。 

・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか） 

 ○：効率化は図られている  △：向上の余地がある  

(評価) 

 〇 

 

事務の進捗状況、特に補助金の支払いに関しては県による確認を

行いながら、事業広報や申請受付及び審査、コールセンター及び

支援金の支払い業務を委託事業者に依頼し、効率的に実施する。 

 

（今後の課題） 

・事業が直面する課題や改善が必要な事項 

 事業実施期間が短期であり、本事業を認識した後に結婚式を開催するには

準備期間が短く、本事業によって新規に結婚に踏み切るきっかけまでには結

びつけにくい。 

 

（次年度の方向性） 

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今

後どのように取り組むのか 

 コロナの状況に応じて、対応を検討する。 

 

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果） 

組み合わせ予定のイベント又

は事業名及び所管課 

 

【○○課】 

組み合わせて実施する理由や

期待する効果 など 

 

  


